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・長期影響については、詳細評価対象物質に関する詳細評価（分析法開発、暴露評価、有害性評

価等）を引き続き進める。

・短期影響については、諸外国において家庭用品中の感作性物質の取扱いに関して事業者向け

のガイダンス文書等を公表している事例もある一方、国内では同様の文書が未整備であること

を踏まえ、まずは、家庭用品中の感作性物質のリスク管理のための手引きを作成し、家庭用品

中の感作性物質のリスク管理方法に関して事業者の指針となる考え方等を示すこととする。

手引きの骨子案

・手引きの位置づけ、基本情報

作成の背景、対象事業者、手引きの使い方、適用範囲 等

・感作性物質に関する基礎知識、一般的な情報

感作性物質の性質、健康被害事例 等

・家庭用品中の感作性物質のリスク管理方法

リスク管理の考え方、感作性情報や暴露情報の収集方法、 リスク評価方法の有効性と限界、

製品設計への応用、表示やリスクコミュニケーション、市販後の管理 等
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